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市民に防災意識をもってもらおう！

災害時の食に備える普及啓発活動

備前市では災害に備えて３日分の備蓄をしている人は約２割
と少なく、災害への危機意識が低いことが課題でした。そこ
で、防災は全市民に広げなければならない活動だと考え、こ
どもから大人まで、災害時だけではなく、平常時でも生きる
力を身につけることができるよう普及・啓発活動を行ってい
ます。

災害時にどんなものが
役立つかな？

園児・保護者が集まる
ところへ出向いて説明

小学生を対象とした「備えよう！災害の前に～いざという
時にできることを考えよう～」を開催し、災害時に自分で
避難できるように、ハザードマップの見方を学んでもらっ
ています。また、備蓄食品であるアルファ米、やきとり缶、
野菜ジュースを使って調理実習を実施し、実際に備蓄食品
を見て、作って、食べるという体験を通して、災害時でも
バランスの取れた食事が食べられる・摂れるということを
体験してもらっています。

コロナ禍で思うように活動ができない中、防災の意識を高
め、各家庭で災害時の備えを勧めるために、備蓄取扱店を
開拓、3日分のおすすめ備蓄の展示会を開催しています。い
つ起こるかわからない災害に備え、家庭で備蓄食品や物品
のローリングストックを活用し、食料備蓄の方法や調理方
法、パッククッキングを普及し、災害時にも栄養バランス
が良くなる食事法を知ってもらうための啓発活動を実施し
ています。

備前市栄養委員会
[ 岡山県：活動期間51年 ]

ボランティア部門【食生活改善推進員の部】 消費・安全局長賞

小学生との備蓄食品
体験学習の様子

いざという時のために、今考えよう！

防災に対する意識を高めるために
体験を通じて学ぶ場をこどもたちへ提供

必要な備蓄量を
実際に見てみよう

まずは委員が実践して
良さを実感！

この度は、素晴らしい賞をいただきありがとうござ
いました。コロナ禍において、家庭での備蓄は災害
時だけでなく、「療養期間の食事にも役立ったよ」
という声もいただきました。災害が少ないといわれ
てきた岡山県ですが、「備えよう! 災害の前に」を
合言葉に、災害時に備えた活動を始め、３日分の備
蓄をしている人の割合が２年間で22%から27%に
アップしました。これからも地域の皆さんに食の大
切さを伝えていきたいと思います。

備前市栄養委員会 一同

び ぜん し

３日分そろえたら
どのくらいの量だろう・・・


